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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも１つの外面を有する商品パッケージであって、少なくとも前記外面の１つの面
に点対称形状の図形を配し、前記図形の中心を、前記面の中心点からずらして配置され、
互いに１８０°の回転角を持つ向きに配置されたときに立体画像の観察を可能とすること
を特長とする商品パッケージ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、商品を包装又は収容するパッケージに関し、特にパッケージ外面に立体画像
を観察することのできる画像を付した商品パッケージに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に商品を販売するに際し、箱状の商品パッケージ（パッケージ）に収納して販売す
ることが行われる。この商品パッケージは厚紙などの台紙により組立てられた箱状をなし
、その商品パッケージは、包装される商品の保護機能や複数商品の保持機能を有する他、
その外表面に包装する商品に関する適宜の模様や、マークなど表示画像が付されて商品表
示機能を有するものである。これらの表示画像は、収容する商品の形態や内容物を示すも
のであったり、商品のイメージアップを図るための画像、或いは客の目を惹き付けるため
のものであることが普通である。
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【０００３】
　例えば、ビールや発泡酒、あるいは清涼飲料などの缶を半ダース、１ダースなど複数個
を一つの商品パッケージに収容して販売することが行われる。このような商品パッケージ
は直方体や立方体の６面体である箱型をなしており、底面を除き、各面には種々の表示画
像が印刷により付されている。この場合、各面には異なる画像を表示するか、或いは共通
の画像を表示することとなるが、商品パッケージが例えば陳列される場合を考慮して、正
面となるべき面が定められて、その正面に最も商品をアピールする画像を配置する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述のように、商品パッケージには商品に関する画像や他社製品との識別力を高めるた
めの模様などの画像を表示することが行われるが、従来の商品パッケージの外面に施され
る画像は、あくまでも、１個の商品パッケージについての表示機能を考慮して定められて
いるものである。換言すると、１個の商品パッケージを観察したときに、商品パッケージ
として表示機能が最大となるように考慮して、商品パッケージの各面に施す画像を決定す
るものであった。したがって、商品パッケージの識別能力や表示能力は、各面に付された
画像そのものによって決まり、各面に付された画像自体の識別能力や表示能力に制限され
るもので、それ以上の機能を持たせることは出来ないという問題がある。
【０００５】
　本発明は、上記問題を考慮して、商品パッケージに付される画像の機能に、従来の画像
表示が持つ機能に加え、更に付加価値のある機能を与えることのできる画像表示を持つ商
品パッケージを提供することを目的としてなされたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題は以下の本発明の手段により解決することができる。
【０００７】
　本発明の1つの態様は、商品パッケージを形成する少なくとも二つの面に互いに対とな
って立体画像の観察を可能とする画像を付したことを特徴とする。
【０００８】
　この態様によれば、対となる個々の画像は、それ自体、包装の表示画像としての機能を
有すると共に、その対の画像を並べて配置したときは、二つの画像が観察者に立体画像を
提供する。これにより、商品パッケージに新たな識別力を与え、また、商品を購入した顧
客にあっては、商品パッケージを並べて配置して立体画像を楽しむことができるという従
来にはない新たな機能を商品パッケージに付与ることができる。
【０００９】
　本発明の他の態様は、商品パッケージは直方体の形状をなし、該パッケージの正面と裏
面に対応する面に互いに対となって立体画像の観察を可能とする画像を付したことを特徴
とする。この態様によれば、商品パッケージが直方体の場合、正面と裏面に立体画像を付
すことにより、商品を陳列した際に立体画像を観察させるための商品の陳列配置が容易と
なる。
【００１０】
　本願発明の他の態様は、同一構造の第１のパッケージと第２のパッケージからなり、互
いに対応する所定の面に互いに対となって立体画像の観察を可能とする画像を付したこと
を特長とする。この態様によれば、同一構造の２種類の商品パッケージを使用して立体画
像を生成する。本発明においては、１の商品パッケージに立体画像を生成するため２枚の
画像を付す必要がないため、他の面に付与するデザインの自由度が増す。
【００１１】
　本願発明の他の態様は、六面体形状の商品パッケージであって、少なくとも１対の面に
互いに対となって立体画像の観察を可能とする画像を付したことを特徴とする。この態様
においては、正６面体の三組の面にそれぞれ立体画像を生成する対の画像を付すことが可
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能となる。
【００１２】
　本願発明の他の態様は、２つの外面を有する商品パッケージであって、前記２つの面に
互いに対となって立体画像の観察する画像を付したことを特徴とする。
【００１３】
　この態様によれば、例えば、見開きタイプの商品パッケージや袋状の商品パッケージに
おいては、２つの外表面を有する。この２つの面に立体画像を生成するための画像を付し
て立体画像を観察することのできる商品パッケージを得ることができる。
【００１４】
　本発明の他の態様は、少なくとも１つの外面を有する商品パッケージであって、少なく
とも前記外面の１つの面に点対称形状の図形を配し、前記図形の中心を、前記面の中心点
からずらして配置され、互いに１８０°の回転角を持つ向きに配置されたときに立体画像
の観察を可能とすることを特長とする商品パッケージである。
【００１５】
　この態様によれば、パッケージに1種類の画像を付すだけで、その配置の向きを変えて1
対の画像を配置することにより立体画像の観察を可能とする。
【００１６】
　本願発明の他の態様は、２個の同一の対象物をカメラに対し異なる角度で対面させて２
個の対象物を撮影して一枚の写真に立体画像の観察を可能とする画像を撮影することを特
徴とする立体画像を観察する写真の撮影方法である。
【００１７】
　この態様においては、同一の対象物を使用することにより一回の撮影で立体画像を観察
することのできる写真を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下には本発明をより詳細に説明するために実施例を示す。
【００１９】
　先ず、本発明の実施例の説明に先立ち、立体画像の形成の原理について説明する。
【００２０】
　人間の目は左右に６～７ｃｍ程度離れているため、それぞれの目には角度のずれた景色
などの対象物の画像が写っている。この左右の異なった画像を脳が処理することにより対
象物を立体的に認識している。立体写真（３Ｄ写真）はこの原理を応用したもので、同じ
被写体を同時に二つの位置から撮影し、両目でそれぞれ別々に見て平面的な写真を立体的
に見えるようにしたものである。撮影方法としては、肉眼の間隔に近い約７ｃｍ程度の間
隔で二つのレンズを持つステレオカメラで撮影する方法や、２台の普通のカメラを約７ｃ
ｍ間隔を置いて同時に撮るか、一台のカメラを平行移動させて２回撮影し、一つの被写体
を２枚の写真に仕上げる。
【００２１】
　立体写真を観察する方法としては、２枚の写真を左右の視線をほぼ平行にして見る「平
行法」と、左右の視線を交差させて見る「交差法」がある。２枚の写真を上記方法により
見ることで立体画像の観察が可能となるが、ビューワ等の特別の器具を使用することによ
り容易に観察することができる。また、ビューワなどの特別の器具を使用しなくてもある
程度の訓練を行えば、立体画像として観察することが可能となる。
【００２２】
　図１は立体写真の観察法を説明する図で、上述の方法で撮影した２枚の写真を観察する
方法を示し、（Ａ）は平行法を、（Ｂ）は交差法を示す。図示のように、２枚の写真をな
らべて、平行法あるいは交差法により観察することにより立体画像の観察が可能となる。
【００２３】
　次に、上記立体画像技術を商品パッケージに適用した本発明の実施例について説明する
。
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【００２４】
　図２は本発明が適用される商品パッケージを説明するもので、複数の缶入り飲料を包装
する簡易型の商品パッケージ１を示している。商品パッケージ１は帯状の厚紙を折って４
面対の箱状容器としたもので、両側は飲料缶が露出している状態で収納されて一つの単位
製品となっている。通常は、図１に示すように、配置された状態で、正面側のＡ面に包装
される製品に関する主たる画像が施されており、この例では商品の外観を示す画像が印刷
により施されている。尚、天面及び裏面にも必要に応じて適宜の模様や表示などが施され
る。
【００２５】
　図３は本発明の実施例に係る商品パッケージ１０を示し、図２に示されるタイプの簡易
商品パッケージに適用した例を示す。図３（ａ）は商品パッケージ１０を組立てる前の台
紙１１を示し、（ｂ）は組立てられた状態を示している。
【００２６】
　台紙１１は４つの面を形成するための５区画１１ａ，１１ｂ，１１ｃ，１１ｄ，１１ｅ
を持つ。これらの５区画は、正面１１ａ、天面１１ｂ、裏面１１ｃ、底面１１ｄ及び１１
ｅに対応するものである。ここで、本実施例においては、正面１１ａに印刷する画像Ａと
裏面１１ｃに印刷する画像Ｂに以下のような特別な関係を持たせている。尚、ここで印刷
される画像とは、写真に限ることなく、コンピュータグラフィクス等、適宜の手法で作成
した図形、模様等を含むものである。
【００２７】
　本実施例では、正面１１ａに印刷される画像Ａと裏面１１ｃに印刷される画像Ｂは、立
体画像を形成するような関係の画像とされている。図示の例では缶が示されており、これ
らの缶の画像Ａと画像Ｂは、対象物である缶を、例えば、前述の一台のカメラを平行移動
させて２回撮影する方法で得ることができる。従って一つの商品パッケージの正面と裏面
には、観察者には通常は識別できない程度の差異が存在する互いに異なる画像Ａと画像Ｂ
が印刷される。
【００２８】
　図３（ａ）に示されるような正面及び裏面に対応する位置にそれぞれ画像A，画像Ｂが
印刷された台紙１１を折り曲げて（ｂ）に示すよう商品パッケージ１０が組み立てられる
。このような正面及び裏面に画像A、画像Bを持つ商品パッケージ１０を２個、図３（ｂ）
のように並べて配置すると、図１において説明したような立体画像を形成するための一対
の画像が配置される。したがって、本実施例の商品パッケージ１０を、例えば、店舗の陳
列棚に配置することにより、商品パッケージに立体画像を観察させる機能を持たせること
ができ、従来の表示機能に加え、新たな機能を与えることが可能となる。また、この商品
パッケージを伴う商品の購入者も商品利用時に立体画像を観察して楽しむこともでき、容
器の持つ宣伝効果を一層高めることができる。
【００２９】
　本実施例の商品パッケージ１０は１個の容器に立体画像の観察を可能とする画像を正面
と裏面に持たせるようにしているため、印刷を施す台紙としては１種類の台紙でよい。そ
して、２個の商品パッケージ１０を正面と裏面を図のように並べて配置するだけで立体画
像を楽しむことができる。
【００３０】
　図４は図３に示した商品パッケージの画像Ａと画像Ｂの具体例を備えた台紙１２を示す
。正面に相当する区画１２ａと裏面に相当する区画１２ｃに図１に例示した写真を利用し
たものである。
【００３１】
　図５は本発明の他の実施例を示す。図３及び図４に示した実施例は、１個の商品パッケ
ージの正面と裏面に立体画像を形成するための画像を表示したものであが、図５の実施例
は、２種類の商品パッケージに付された画像により立体画像を観察できるようにした例を
示す。
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【００３２】
　本実施例の商品パッケージは、所定の面に立体画像を形成する画像を持つ１対の同一構
造の商品パッケージ２０及び商品パッケージ２１からなる。商品パッケージ２０の正面に
画像Ａを印刷し、対となる他方の商品パッケージ２１の正面に画像Ｂを印刷する。この例
では包装される商品の飲料壜を示す画像を印刷し、画像Ａと画像Ｂは、前述の例で示した
ように、並べた配置したとき、立体画像が観察できるように作製されたものである。
【００３３】
　このように、同一構造の容器の対応する面に立体画像を生成するめの異なる画像を表示
することにより、販売店において、これらを並べて陳列することにより、上述の例と同様
な立体画像を生成するという効果を創出し、商品パッケージとしての機能を高めることが
できる。また、これらを購入した一般顧客も商品パッケージを利用して立体画像を楽しむ
ことができる。
【００３４】
　図６は本発明の他の実施例に係る商品パッケージ３０を示す。本実施例による商品パッ
ケージ３０は正６面体をなし、図６（ａ）の台紙３１に示すように、正面ａ、裏面ｂ、天
面ｃ、左右側面ｄ、ｅ、底面ｆの６面を有する。そして、この６面を３組の対に分けてそ
れぞれの対が立体画像を生成するような画像を印刷により付している。図示の例では、正
面ａと裏面ｂを一組の対として画像Ａと画像Ｂを、天面ｃと底面ｆを一組の対として画像
Ｃと画像Ｆを、また、両側面ｅ，ｄを一組の対として画像Ｅ，Ｄを付している。そして、
画像Ａと画像Ｂ、画像Ｃと画像Ｆ、画像Ｅと画像Ｄは夫々図１乃至図５により説明したよ
うに、対となって立体画像を生成するような画像とされている。したがって、この６面体
の商品パッケージ３０によれば、図６（ｃ）に示すように、２個の１種類の容器３０を上
記の対を構成するように並べて配置することにより、３種類の立体画像を生成して楽しむ
ことが可能となる。
【００３５】
　図７は本発明による商品パッケージの他の実施例を示す。図７（ａ）に示す商品パッケ
ージ４０は見開き可能のいわゆるブックタイプのもので表紙４０ａと裏表紙４０ｂの外面
を備え、内容物を表紙と裏表紙の間に挟み込んで保持する種類の商品パッケージである。
【００３６】
　本実施例においては、この表紙４０ａと裏表紙４０ｂに立体画像を生成するための対と
なる画像を配置する。すなわち、表紙４０ａには画像Ａを、裏表紙４０ｂには画像Ｂを配
置する。そして、画像Ａ、画像Ｂは図１に示した原理による立体画像を生成する関係にあ
る画像とする。本実施例の商品パッケージ４０によれば、２つの商品パッケージを、表紙
側と裏表紙側を正面にして並べて配置することにより、前述の実施例と同様に立体画像を
楽しむことができる。
 また、図７（ｂ）に示す商品パッケージ４１は袋状のパケージであり、同様に表裏の２
面４１ａ，４１ｂに立体画像を生成する画像Ａと画像Ｂを付すことができる。
【００３７】
　以上の例はいずれも、互いに対となって立体画像を形成する異なる画像をパッケージ上
に形成したものである。即ち、図３に示した例では、パッケージの表面１１ａと裏面１１
ｃとで、立体画像を形成する異なる画像を形成したものある。また、図５に示した例では
、同じ表の面に対となって立体画像を形成する異なる画像ＡとＢを付した例である。
【００３８】
　次に示す例は、１種類の画像で対となって立体画像の形成を可能とした例を示す。
【００３９】
　図８は、商品パッケージ５０の正方形の天面に文字ＳＯＳを円形図形の中に配置した表
示図形５１を付したものである。この表示図形５１は、正方形の対角線の交点Ｏを中心と
する点対称図形に僅かにずれた図形としている。即ち、図形を図示のように１８０°回転
したとき、その回転の前後の図形は略同一の図形ではるが、それらは互いに中心点Ｏを基
準に僅かにずれた状態となるような図形としている。
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【００４０】
　図９は、この図形部分を拡大して示すもので、（a）は基準位置にある状態、（b）は１
８０°回転させた状態である。円とＳＯＳからなる図形をこの回転前後で観察すると、回
転前（a）の状態では、図形円は正方形の天面に対して若干右に偏っており、文字ＳＯＳ
は円に対して左側に偏っている。したがって、これを１８０°回転した（b）の状態にお
いては、図形円は正方形の天面に対して若干左に偏っており、文字ＳＯＳは円に対して右
側に偏ったものとなる。このような図形を有するパッケージ５０を2つ用意し、一方を他
方に対して１８０°回転させて隣接して配置したとき、僅かにずれた状態の２つの図形を
観察することが可能となり、これによって、前述の例と同様に立体画像を観察することが
可能となる。
【００４１】
　尚、本実施例においては、１８０°回転して並べて配置したとき、左右の目による視覚
差ができる程度のずれが生じる図形、模様、即ち、１８０°回転した場合に、略点対称と
なり、対となって立体画像の形成が可能となる図形或いは模様を含むことが必要である。
【００４２】
　本実施例によるパッケージによれば、パッケージの所定の面に単一の模様あるいは図形
を付しておくだけで、同じパッケージを２個、向きを変えて配列するだけで、立体画像の
観察を楽しむが可能となる。
【００４３】
　以上の説明から理解できるように、本実施例により立体画像を形成するための図形又は
模様を付する場合、図形あるいは模様自体が点対称のものを使用し、これをパッケージの
所定の面においてその中心点に対して僅かにずらして配置することにより達成される。
【００４４】
　図１０は、点対称図形の他例を示し、パッケージ６０の一面６１にトランプのハートの
１０の模様６２を付した例を示す。模様６２自体は点対称形をなしており、この模様を面
６１の中心点Ｏより僅かにずらすようにしている。これにより、同一図形の付された面を
互いに１８０°回転させることにより立体的に画像の観察を行うことができる。
【００４５】
　ところで、立体画像を生成する対の画像は、既に説明したように、一つの物体をカメラ
により異なる角度から２枚の写真を撮ることにより得ることができ、従来よりこの方法に
よる撮影が行われていた。かかる方法は、一つの被写体をカメラで２回撮影するものであ
るが、本発明者らは商品パッケージに印刷するための立体画像を生成する写真を得る方法
として１回の撮影で得る方法を見出した。
【００４６】
　図１１は一回の撮影で立体画像を得る方法を説明するものである。本方法は、撮影する
対象物として同一の物体Ａ，Ａを２個用意する。そして、図１１に示すように物体Ａ，Ａ
を並べ、その前方にカメラＣを設置する。なお、カメラＣの設置位置は任意であり、少な
くとも両物体が１画面の視野内に収まるように設置すればよい。更に各物体Ａ，Ａのカメ
ラＣに対する向きを個々に設定することにより２個の物体をそれぞれカメラＣに対して異
なる角度で対面させて並べる。この状態で、写真撮影することにより、例えば、図１に示
したように一つの物体を異なる角度で撮影した２枚の画像を隣接して配置した一枚の写真
を得ることができる。
【００４７】
　ところで、図７に示した実施例の商品パッケージの場合、対となる画像Ａと画像Ｂは一
枚の印刷紙に隣接して配置される。したがって、このような立体写真用の画像を写真撮影
により得る場合には、図１１に示した本発明の方法を採用することにより容易に得ること
ができる。
【００４８】
　以上本発明の好ましい実施例について詳述したが、本発明は係る特定の実施形態に限定
されるものではなく、特許請求の範囲に記載された本発明の範囲内において、種々の変形



(7) JP 4198713 B2 2008.12.17

10

20

・変更が可能である。上述の立体画像を観察するための画像を写真撮影により得る実施例
について説明したが、写真撮影によることなく、例えば、コンピュータグラフィクスなど
の技術により一対の画像が形成できることは容易に理解できるところである。また、画像
としては商品に関連する画像に限らず模様や抽象的絵画などあらゆる画像に適用できる。
【００４９】
　以上詳述したところから明らかなように、本発明による商品パッケージは、その側面に
立体画像を生成するための画像を印刷しているため、立体画像を観察して楽しむことがで
き、商品用の商品パッケージとしての機能をより高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】立体写真の観察法を説明する図で、上述の方法で撮影した２枚の写真を観察する
方法を示し、（Ａ）は平行法を、（Ｂ）は交差法を示す。
【図２】商品パッケージの一形態を示す図である。
【図３】本発明の実施例の商品パッケージを示す図であり、（ａ）は組立前の台紙を、（
ｂ）は組立てた状態の商品パッケージを示す。
【図４】図３に示した商品パッケージの画像Ａと画像Ｂの具体例を示す図である。
【図５】本発明の他の実施例を示す図である。
【図６】本発明の他の実施例を示す図である。
【図７】本発明の他の実施例を示す図である。
【図８】本発明の他の実施例を示す図である。
【図９】図８の部分拡大図である。
【図１０】本発明の他の実施例を説明する図である。
【図１１】一回の撮影で立体画像を得る方法を説明する図である。
【符号の説明】
【００５１】
　１，１０，２０，３０，４０，５０，６０　商品パッケージ
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【図８】

【図１１】
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